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耳式体温計測定値の機器間差の検討
宮下　弘子1・宮原　春美1・浦田　秀子1・前田　規子1・中尾理恵子1・辻　慶子2
要　旨　　3社の耳式体温計を用いて耳内温測定値のばらつきの機器間差，測定値の機器間差，腋窩温との
関係および相関について検討した．
　耳内温のばらつきは1．3℃～0．1℃で2社は0．4℃以内が80％を占めていた．測定値の機器間差ではJ社の機
器が他社に比べ高い傾向がみられた．耳内温と腋窩温の関係はどの機器も一定の傾向はみられなかった．耳
内温と腋窩温の相関では0社が最も高い相関を示し，ついで丁社，」社の順であった．
　各機器とも測定値に多少のばらつきはあったが，最高値と腋窩温の相関はみられたことから，複数回測定
して最高値を採用することが望ましいと思われた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀13：153454，1999
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はじめに
　近年，外耳道に挿入して瞬時に測定できる耳式体温計
が医療機器メーカー各社から販売されるようになった．
簡便ではあるが従来の体温測定法と大きく異なるため，
安定した測定値が得られるかどうか疑問である．今回入
手可能であった3社の耳式体温計を用い，その測定値
（以下耳内温とする）の再現性，機器間差等について検
討したので報告する。
対象および方法
　対象は20～22歳の健康な短大生15名であった．対象の
体格は身長153～176cm，体重43。5～70kgであった．外
気の影響を少なくするためにあらかじめ実習室内に待機
してもらい，同一の温・湿度下で測定を行った．室内の
温，湿度は23℃，58％であった．
　3社の耳式体温計を用い，5名の測定者が被験者に対
して測定を行った．被験者の右耳で各機種連続5回ずつ
の測定を行い，同時に基準値として水銀式腋窩体温計を
測定した．測定順序による機器への慣れの影響を防ぐた
め，測定者により測定順序を変えて行った．なお測定者
は測定に先立ち各機器に添付されている取扱説明書を熟
読し，各機種とも一定の試技を行った後に被験者の測定
を行った．
結　　果
1）耳内温測定値のばらつきの機器間差
　耳内温測定値のばらつきの機器間差をみるために，各
機器の5回の耳内温測定値の最高値と最低値の差を比較
した。被験者ごとの各機器の最高値と最低値の差はJ社
では最大1．2℃，最小0。1℃，平均0．41±0．27℃，↑社で
は最大0．7℃，最小0．1℃，平均0．27±0．19℃，0社では
最大L3℃，最小0．1℃，平均0．53±0．32℃であった．各
機器の測定値のばらつきを図1に示す．最高値と最低値
の差が0．4℃以内であるものが」社と丁社では12名
（80％）であり，0社では8名（53．3％）であった．
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図1．耳内温測定値のばらつきの機器間差
2）耳内温測定値の機器間差
　耳内温測定値の機器問差をみるために被験者ごとの各
機器の最高値で比較した．被験者ごとに最高値を示した
機種は，J社7名，丁社4名，0社2名であり，1名は
」社と0社が同値，1名は」社と丁社が同値であった．
」社の機器が他社の機器に比べ高値を示す傾向がみられ
た．被験者ごとの耳内温測定値の機器間差を図2に示す．
ばらつきの幅は0．1℃～1．2℃と広範囲であり，機器間差
が0。4℃以内のものは4名（33．3％）に過ぎなかった．
3）耳内温と腋窩温との関係
　基準値として測定した腋窩温と耳内温との関係をみる
ために各機器の耳内温の最高値から腋窩温を引いた値で
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比較した（図3）．その温度差は」社では1．2℃～一〇．6℃
の間に分布しており，平均0．45±0．57℃であった．丁社
では分布がLO℃～一〇．5℃，平均0．24±0．43℃，0社は分
布が0．6℃～一〇．3℃，平均O，21±0．27℃であった．
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図2．耳内温測定値の機器問差
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図5．耳内温と腋窩温との相関（丁社）
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図3．耳内温と腋窩温との関係
4）耳内温と腋窩温との相関
　耳内温と腋窩温との相関をみるために，機器ごとに各
被験者の最高値と腋窩温で相関を求めた（図4～6）．
腋窩温との相関が最も高かったのは0社でY＝0．945X＋
2．221，r＝O．744（P＜0．01）であった．次に高かったのは
丁社でY霊0．854X＋5．612，r＝0．538（P＜0．05）であっ
た．J社はY＝0．596X＋15．324，r＝0．325で良い相関と
はいえなかった．
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考　　察
　耳式体温計の測定値の再現性や基準値との相関につい
ては良好な結果を報告しているものが多い1）2〉3），今回の
我々の測定では多少のばらつきがみられた．しかしなが
ら各機器の最高値と腋窩温で相関をみると機器によって
は高い相関がみられた．手技に習熟するまでは複数回測
定し，最高値を採用することが望ましいといえる．また
測定値の機器間差は一定の傾向は認められず，更なる検
討が必要と思われた．
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